


































































2 ． 1 　サプライチェーン途絶の対応状況と問題点
今回の震災では，サプライチェーンが途絶したため，工場が直接被害を受けていなく



































2 ． 2 　生産拠点の対応状況と問題点
経済産業省が，震災発生後約 1 ヶ月が経過した時点で実施した調査 2 ）によると，被
災地の生産拠点の復旧状況，見通しは図 2 のようになっている。製造業全体で64％が復

















































































































































































4 ． 1 　調達先の見える化
トヨタ自動車は，約200社の 1 次の調達先に対して，サプライチェーンの詳細開示を
要請し，2011年末までにトヨタ自動車の調達に関わる1,500の工場と生産品目をデータ













1 社への依存度を下げていた。しかしながら， 1 次では分散化を図っていたものの， 2 ，









数量ベースで 1 年前の 4 ％から100％に高める。その他の部品についても，複数の部材
メーカーに発注するほか， 1 社からしか調達できない特殊な部材はメーカーに複数の工
場での生産を要請する22）。































5 ． 1 　生産工場の分散化
メーカーにおいては，従来，生産工場を集約する傾向が顕著であった。工場の数を減
らす場合もあるが，工場が複数あっても同一地域に集中している場合，あるいは複数
































あったとして， 3 ～ 5 年かけて，弁当などの工場，物流拠点数を増やすなど，再配置を
考えるとしている35）。サーティワンアイスクリームは，従来，生産工場は，静岡県富士

















































栃木県野木町に 4 ヶ所の工場と 1 万5,000点以上の部品や完成品を保管できる物流拠点，
研究センターなどを整備するとしている。物流拠点については，従来，全国 5 ヶ所に分
散していたものを集約する45）。


































































の拠点に統合，集約化する予定であった。これによって，年間 3 ～ 4 億円のコスト削減
効果を見込んでいたが，リスク対応の面から，統合，集約化の計画を見直した57）。









































する 2 ～ 3 ヶ月程度にする予定としている64）。また，リコーはトナーの在庫量を従来の














て，在庫水準を引き上げるとしている。カレーソースの在庫を従来の 1 週間分から 1 ヶ
月分，600万食に積み増すとしている69）。

























設する物流拠点に 2 ～ 3 日分の電力を賄える自家発電装置を導入する。スズケンも，宮
城県の拠点に自家発電装置を導入するほか，岡山県の拠点は2ヶ所の変電所から電気を
引き込んで停電リスクを軽減する73）。







































































































1 ）「不屈のサプライチェーン」日経ビジネス2012年 3 月5日号







4 ）日経情報ストラテジー2011年 6 月号
5 ）日経MJ（流通新聞）2011年10月31日
6 ）日経MJ（流通新聞）2011年 7 月13日
7 ） 矢野裕児「災害有事の食品供給態勢は大丈夫か」日本政策金融公庫，AFCフォーラム2011
年11月号を参照のこと。
8 ）日本経済新聞2012年 3 月11日








14）「不屈のサプライチェーン」日経ビジネス2012年 3 月 5 日号
15）日経産業新聞2012年 3 月23日
16）「不屈のサプライチェーン」日経ビジネス2012年 3 月 5 日号
17）日本経済新聞2012年 3 月27日
18）日本経済新聞2012年 3 月10日
19）「不屈のサプライチェーン」日経ビジネス2012年 3 月 5 日号
20）日経産業新聞2012年 3 月23日
21）日本経済新聞2012年 3 月27日
22）日経産業新聞2012年 2 月 7 日
23）日経産業新聞2012年 3 月23日
















39）日本経済新聞2012年 3 月 7 日
40）日本経済新聞2012年 3 月17日
41）日本経済新聞2012年 1 月11日
42）日経産業新聞2011年 9 月 5 日
43）日本経済新聞2011年12月30日























67）日本経済新聞2011年 6 月 2 日










76）日本経済新聞2011年 6 月 2 日
77）日経情報ストラテジー2011年 6 月号
78）日本経済新聞2012年 3 月10日
79）日本経済新聞2011年 7 月 5 日
80）日経産業新聞2011年 7 月22日
81 ）トヨタ自動車は，調達先の被災した拠点数は1995年の阪神淡路大震災では13拠点，2007年
の新潟中越沖地震では 8 拠点であったのに対して，東日本大震災では 2 次調達先も含めると
659拠点であったとしている。
82 ）Martin Christopher「The Agile Supply Chain : Competing in Volatile Markets」，
「BUILDING THE RESILIENT SUPPLY CHAIN」，「Creating Supply Chain Resilience 
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